
“ものづくり”のベストパートナー

メッシュレス流体解析手法を活用した
複雑形状における流体解析

サービスの概要

複雑な形状・動きの装置をそのままモデル化し、流動現象の理解や改善検討を支援いたします。

● 複雑な装置内の流動・撹拌状態を、メッシュレス流体解析法（MPS粒子法）により評価いたします。

現在の製造業では さまざまな流体（水 樹脂 溶融金属など）を取り扱 ており 装置内の流動を把握することは必須で現在の製造業では、さまざまな流体（水、樹脂、溶融金属など）を取り扱っており、装置内の流動を把握することは必須で

す。しかし、装置が複雑になると従来の流体解析（※）では計算が困難になり、実現不可能なケースも多々ありました。

当社では、複雑な形状・動きをそのまま計算することが可能なメッシュレス流体解析手法を用いて、現象の理解・評価を

サポートいたします。
※従来の流体解析： 差分法、有限体積法（FVM）など

メッシュレス流体解析手法（MPS粒子法）とは

従来の流体解析では、流体を小領域（メッシュ）に分割し、領域内の速度、圧力などを順次計算していました。これに対し、従来の流体解析では、流体を小領域（ ッシ ）に分割し、領域内の速度、圧力などを順次計算して ました。 れに対し、

MPS粒子法は、流体を粒子の集合体として表現し、個々の粒子の運動を計算することで流動を評価するものです。このため

メッシュ作成の手間を省略でき、また、装置部品の複雑な動きにも追随して計算することが可能です。

計算対象：
・ニュートン流体（水、溶融金属、溶液など）
・非ニュートン流体（樹脂、セメントなど）
・粉粒体（砂礫、粉末材料、薬品など）

適用事例 ： 攪拌装置内の流動解析

計算モデル：
・混相流（気液界面、複数流体の混合）
・乱流 ・熱伝導 ・表面張力
・連成解析（液-剛体、液-粉体など）

図1 MPS粒子法の計算イメージ

（粒子表現） （流体表現）

使用ソフト： ParticleworksⓇ

● 従来の流体解析手法

流体を撹拌する装置は、さまざまな産業分野で活用さ

れていますが、生産性や品質の向上のために装置内の

流動状態や混合度合を把握することは重要です。

しかし、従来の流体解析では、装置をメッシュに分割し、

かつ移動変形する必要があるため、非常に高コストとな

● メッシュレス流体解析手法

装置形状をモデル化した内部に流体を配置し、メッシュ

を作ることなく、そのまま計算することが可能です。この

ためCADデータさえあれば、複雑形状でも即計算が可能

です。また、各部品にそれぞれ動き（移動・回転など）を

設定することができますので、複雑な動きであっても再現

適用事例 攪拌装置 流動解析

り、実現困難なケースがほとんどでした。 が可能です。これにより運転条件の最適化や装置の設

計・選定をサポートいたします。

複雑なアーム形状

複雑なアームの動き複雑なア ムの動き

図2 攪拌装置モデル形状例 図3 攪拌装置モデル計算例（2流体撹拌）
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